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Abstract
Thepurposeofthisstudywastodeterminetherelationshipbetweendiscthrowingfor
distanceandmotorperformance,andtodescribethecharacteristicsofdiscthrowingskillsin
preschoolchildren.Forty-twoboysaged5.6to6.6yearsoldparticipatedinmeasurementsof
discthrowingfordistancewithbackhandandforehandthrowingtechniques,and10testsina
motorperformancetestbattery.Performanceofdiscthrowingfordistancewiththebackhand
throwingtechniquesignificantlycorrelatedwithelementsofmotorperformanceinpower,
coordinationandmuscularendurance,andwiththeforehandthrowingtechniquesignificantly
correlatedwithelementsofmotorperformanceincoordination,muscularstrength(back
strength)andagility.Theprofilesindegreeofcontributiontoeachelementofthemotorper-
formanceindicatedadifferencebetweenthetwothrowingtechniques,andthecorrelation
coefficientbetweenperformanceswiththebackhandandforehandthrowingtechniqueswas
low(0.189).Thissuggeststhatthediscthrowingskillfordistancewitheachthrowingtech-
piquecanbeunderstoodasanovelskillthatdiffersfrommotorperformanceinpreschool
children.
Keywords:preschoolchildren,discthrowingfordistance,motorperformance
緒 言
幼児の運動能力を構成すると考えられる全身
の協応性などの測定 ・評価には、ボール遠投の
テス トが選択 されることが多い3・4)。これは物
を遠 くに投げる運動が上肢 ・体幹 ・下肢の複雑
な協応動作により成就 されるためであ り、神経
系の発達が著 しい幼児期においてボール遠投距
離は運動能力の測定 と評価の際の重要な指標で
あると考えられているll)。しか し、物 を投げる
動作は 「円球(ボ ール)を投 げる、円盤(デ ィ
スク)を 投げる、円筒(パ イプ)を 投げる」な
どに分類可能であるにもかかわらず、従来の運
動能力テス トでは主 にテニスボールやソフ ト
ボールを投げるテス トが選択されてきた8)。
一方、近年、フライングディスクと呼ばれる
プラスティック製の円盤(以 下、ディスク)を
用いたスポーツがニュースポーツとして普及 し
ている5)。このスポーツに用いるデ ィスクは直
径21センチ以上40センチ以下 ・重量200グラム
以下9)と規定 されているが、競技種 目により用
いられるディスクの直径 ・重量は異 なり、デ ィ
スクゴルフ競技で使用するデ ィスクなどは比較
的小さく幼児が遊具として利用可能なディスク
も安価で市販されている10)。また、ディスク投
技能は幼児期以降の運動技能の1つ と考えられ
ている1)。さらに、フライングデ ィスクの競技
会では幼児が参加可能な競技会が開催されてお
り、デ ィスク遠投距離などの世界記録が公表さ
れている13)。しか しなが ら、一般の幼児のディ
スク遠投能力に関する研究は国内外 を通 しても
少 な く6・7)、幼児期 のデ ィスク遠投能力が運動
能力との関係か らどのような能力要素として記
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述できるのかは全 く検討 されていない。
本研究では、幼児のディスク遠投能力 と運動
能力を構成する各要素 との相関関係 を明 らかに
することにより、幼児期のディスク遠投能力の
能力特性 を明らかに し、ディスク遠投能力の測
定と評価の際の妥当性に関する資料を得ること
を目的とする。
方 法
1.対象
対象は、大阪府門真市内の幼稚園に在籍する
年長男児42名(5.6～6.6歳)であった。これら
の幼児は、幼稚園教諭(男 性)か らデ ィスクの
投げ方の指導 を受けた経験があり、自由時間に
ディスクを遊具として利用することができる環
境下にあった。
2.ディスク遠投距離の測定
ディスク遠投距離の測定は、バ ックハン ド・
スロー(以 下、バ ックハ ンド)とサイ ドアーム
・スロー(以 下、フォアハ ンド)の2種 類の投
げ方(図1)に ついて実施 した。幼児は5回 遠
投 を行ない最高値を記録 とした。ディスクの形
状 ・直径 ・重量を考慮 し、幼児が取 り扱い易い
と考え られるファース トバ ック型のデ ィスク
(ヒー ロー工房 社製RD-01、直 径23.5cm、
重量104g)を測定に用いた。なお、測定 は屋
外で実施 した。
3.運動能力の測定
ディスク遠投能力 との関係 を検討するために
選択 した運動能力テス トは、握力(筋 力)、背筋
力(筋 力)、立 ち幅跳 び(瞬 発力)、20m走(速
度)、連続片足跳び(筋 持久力)、小型ボール遠投
(全身の協応性)、開眼片足立ち(平 衡性)、反復
横跳び(敏 捷性)、長座体前屈(柔 軟性)、上体反
らし(柔軟性)の10項目であった(カ ッコ内は
関連すると考えられる能力要素)。測定方法は一
般に行われている方法12)に従った。
4.データの分析方法
ディスク遠投能力 と運動能力 との関係の程度
を明らかにするためにピアソンの相関係数を算
出し、得 られた相関係数について有意性の検定
(5%水準)を 行なった。
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Fig.1Throwingtechniques
結 果
1.相関係数 と有意性の検定結果
ディスク遠投能力 と運動能力 との相関関係を
示す相関係数は表1に 示す通 りである。バ ック
ハンドに関しては一〇.121～0.372の範囲の値が
得られた。統計的に有意な相関係数が認められ
た運動能力テス トは、立ち幅跳び、連続片足跳
び、小型ボール遠投の3項 目であった。フォア
ハ ンドに関 しては一〇.250～0.446の範囲の値が
得られた。統計的に有意な相関係数が認められ
た運動能力テス トは、背筋 力、小型ボー ル遠
投、反復横跳びの3項 目であった。2種 類のデ
ィスク遠投能力 と小型ボール遠投 との問には、
共通 して統計的に有意な相関係数が得 られた。
バ ックハン ドとフォアハン ドの2種 類の投げ方
による遠投距離間の相関係数は0.189であ り、
統計的に有意な相関係数ではなかった。
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TablelCorrelationcoefficients
Motorperformancetest(relatedelement)BackhandForehand
G巾strength(muscularstrengω
Bachstrength(muscularstrength)
Standinglongjump(power)
20-mdash(speed)
One・leghoppingaro皿dcircle(muscu艮arendurance)
Smallballthrowfordistance(coordination)
One・footstandwitheyesopen伽1ance)
Sidejumps(agility)
Sitandreach(flexibility)
Trunkextension(flexibility)
o.i3a
o.2ai
O.372*
-0.121
0.304*
0.351*
-0.018
0.097
-0.052
‐o.ois
0.290
0.433**
0.235
-0.250
0.207
0.446**
0.288
0.305*
0.162
0.225
**」Pく0.01,*P<0。05
考 察
1.デ ィスク遠投能力と運動能力 との関係
バ ックハ ンドの遠投距離と立ち幅跳 び、小型
ボール遠投、連続片足跳びとの間に有意な相関
係数が得 られた。立 ち幅跳 び、小型ボー ル遠
投、連続片足跳びは、それぞれ瞬発力、全身の
協応性、筋持久力を主要関連要素 とするテス ト
であるll)。バ ックハン ドによる遠投能力には、
瞬発力、全身の協応性、筋持久力の順に関与の
程度が高いと推測される。一方、フォアハ ンド
については、小型ボール遠投、背筋力、反復横
跳びとの問に有意な相関係数が得 られた。背筋
力 と反復横跳びは、それぞれ体幹の筋力 と敏捷
性を主要関連要素とするテス トであると考えら
れている1P。フォアハ ン ドによる遠投能力に
は、全身の協応性、体幹の筋力、敏捷性の順に
関与が高いことが示唆 された。
バ ックハ ンドとフォアハン ドには投 げ方に技
術的な差異がある9.10)。つ まり、デ ィスクの握
り方(図1)、スタンス、テイクバ ック、重心移
動、手首のスナップなどが異なる。バ ックハン
ドでは、テイクバックの後、後方から前方に重
心を移動する際の力をディスクの推進力に利用
し、手首のスナップによりデ ィスクに回転を与
えて投げる10)。瞬発力の関与が比較的高いと考
えられることから、ディスクを投げ出す際の体
重移動により生じた力を瞬時にいかにディスク
に伝えるかが遠投距離の長短に関係すると推測
される。次に全身の協応性の高い関与が認めら
れたのは、ボール投げと同様にディスク遠投に
も上肢 ・体幹 ・下肢の協応運動の巧拙が関与す
ることを示唆するものであると考えられる。
一方、筋持久力 との問にも有意な関与が認め
られた。本研究では筋持久力を測定するために
連続片足跳びテス トを選択 した。立ち幅跳び
(瞬発力)、小型ボール遠投(全 身の協応性)お
よび連続片足跳び(筋 持久力)の 各テス トに主
要関連要素以外で共通すると考えられる要素に
は下肢の筋力が挙げられる。バ ックハ ンドによ
りディスクを遠投する場合には少なか らず下肢
の筋力が貢献するため、 このような結果が得ら
れたと推測される。
フォアハン ドでは、バックハ ンドと同様に上
肢 ・体幹 ・下肢の協応運動の巧拙が関与するこ
とが示唆 された。次に体幹の筋力の関与が比較
的高かったのは、フォアハン ドではデ ィスクを
投げる際に上体の姿勢を保持する必要があるた
めであると推測 されるlo)。敏捷性の関与に関 し
ては、バックハ ンドに比べ ると比較的小 さな動
きの中で素早い動作が必要とされることが1つ
の理由として考えられるが、今後、詳細な検討
が必要である。
2.デ ィスク遠投能力の能力特性
2種類の投げ方に共通 して小型ボール遠投で
相対的に高い相関関係が認め られたのは、遠投
という運動課題が共通 してお り、デ ィスクを遠
くに投げる場合 もボールを投げる場合 と同様に
上肢 ・体幹 ・下肢の協応運動が重要な要素であ
るため と考え られる。
小型ボール遠投以外のテス ト項 目の関与の程
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Fig.2Profileofcontributions
度が2種 類のディスク遠投能力の間で異なって
いるのは(図2)、各々関与する運動能力要素が
異なるためであると推測される。 このように2
種類の投げ方によるディスク遠投能力に主に関
与する運動能力要素が異なり、両者の相関関係
は低 く、さらに従来の運動能力テス トとの相関
関係が比較的低いことは、デ ィスク遠投能力が
幼児の身体機能を測定 ・評価するための新たな
指標 として利用可能であることを示唆するもの
であると考えられる。アメリカではディスクを
用いた運動が幼児期以降の体育教材として採用
されている2)。今後は、デ ィスク投技能 を構成
すると考えられるディスク正確投能力について
の検討 も必要であると考えられる。
要 約
本研究では、幼児(年 長男児)の ディスク遠
投能力 と運動能力を構成する各要素 との相関関
係を明 らかにすることにより、幼児期のデ ィス
ク遠投能力の能力特性を明らかにし、幼児期の
デ ィスク遠投能力の測定 と評価の際の妥当性に
関する資料を得た。
バ ックハ ンドの遠投距離 と立ち幅跳び、小型
ボール遠投、連続片足跳びとの間に有意な相関
係数が得 られたことか ら、バ ックハン ドによる
遠投能力に対 して瞬発力、全身の協応性、筋持
久力の順に関与の程度が高いことが明 らかにな
った。一方、フ ォアハ ン ドにつ いて は、小型
ボール遠投、背筋力、反復横跳 びとの問に有意
な相関係数が得 られたことか ら、全身の協応
性、体幹の筋力、敏捷性の順に関与が高いこと
が示唆 された。
2種類のディスク遠投能力間で関与する運動
能力要素が異なるとともに両者の相関関係は低
く、さらに運動能力テス トとの相関関係が低い
ことは、ディスク遠投能力が従来の運動能力テ
ス トで測定および評価 して きた能力要素とは異
なることを示唆するものであると考えられ、投
げ方によっても異なる能力特性が認められるこ
とが明 らかになった。
謝 辞
本研究におけるディス ク遠投距離および運動
能力の測定にご協力いただいた馬場耕一郎氏
(元学校法人馬場学 園だいわ幼稚 園教諭)に
は、この場 を借 りて感謝の意を表 します。
文 献
1)Gallahue,D.L.(1996):Developmentalphysical
educationfortoday'schildren,3rded.McGraw-
Hill.
2)Graham,G.,Holt/Hale,S.,Parker,M.(2001):Chil-
drenmoving;Areflectiveapproachtoteaching
physicaleducation,5thed.MountainView.CA:
Mayfield.
3)松 田 岩 男(1961):幼児 の 運 動 能 力 の 発 達 に 関 す
る研 究.東 京 教 育 大 学 体 育学 部紀 要,1,38-53.
4)村 瀬 智 彦 、 出村 慎 一(1990):幼児 の 運 動 能 力 評
価 法 の 検 討 一 い わ ゆ る 「運 動 能 力 テ ス ト」 と 「合
否 判 定 テ ス ト」 と の 関 係 に つ い て一.体 育 学 研
究,35,207-217.
5)村 瀬 智 彦(1998):フラ イ ン グ デ ィ ス クの 大 学 体
育 にお け る教 材 と して の特 性.愛 知 大 学 体 育 学 論
叢,7,1-9.
6)村 瀬 智 彦,馬 場 耕 一 郎(2000):幼児 の デ ィス ク
遠 投 能 力 に お け る加 齢 変 化 の 混 合 縦 断 デ ー タ に よ
る分 析.教 育 医学,46,114-115.
7)Murase.T.,Tosi,S.H.,Gallahue,D.L.(2002):Age-
relatedperformanceofdiscthrowingfordistance
inchildrenaged5to8years.J.Educationand
HealthScience,48,142-143.
8)中 村 茂,角 田 真 一 郎,杉 山 信,船 戸 徳 郎,吉
村瀬智彦 一15一
村 正,宮 崎 正 己(1980):発育 発 達 の 特 性 に 関
す る研 究(そ のV)一 幼 稚 園 に お け る体 力 運 動 能
力 測 定 法 に関 す る考 察 一.早 稲 田 大 学 体 育 研 究 紀
要,12,16-27.
9)日 本 フ ラ イ ン グ デ ィ ス ク協 会(編 著)(1991):フ
ラ イ ン グ ・デ ィ ス ク の す す め 〔改 訂 版 〕.ベー ス
ボ ー ル ・マ ガ ジ ン社:東 京.
10)日本 フ ラ イ ン グ デ ィス ク協 会 ア ル テ ィ メ ッ ト委 員
会 他,高 橋 和 敏(監)(1992):フラ イ ン グ デ ィス ク
入 門 一ア ル テ ィ メ ッ トの す す め 一.タ ッ チ ダ ウ
ン:東 京.
11)芝山 秀 太 郎,江 橋 博,西 嶋 洋 子,松 澤 眞 知 子
(1982):幼児 の 体 力 と そ の 測 定.体 力 研
究,51,11-18.
12)東京 都 立 大 学 体 育 学 研 究 室(編)(1989):日本 人 の
体 力 標 準 値 第4版.不 昧 堂 出 版:東 京,pp.371-
403.
13)WorldFlyingDiscFederation(2002):WFDF2002
Rulebook(Webversion).http://www.wfd£org/
rulrec.htm.
